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也，山内盛泰，勝屋弘雄，野口 満，荒金尚子，島ノ江千里：免疫チェックポイント阻害薬単剤療
法における免疫関連有害事象発現と栄養学的指標（PNI）の関連．日本臨床腫瘍薬学会学術大会
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地方規模の学会
1 伊東里佳，峯崎晃充，田中成幸，佐藤慎太郎，山内盛泰：レーザー口蓋垂軟口蓋形成術（LANP）

で効果不十分であった閉塞性睡眠時無呼吸に対してCWCKs を施行した症例．日本耳鼻咽喉科頭
頸部外科学会第38回九州連合地方部会学術講演会．2023，7，15‐16．

2 相良駿介，石田知也，山内盛泰：当科におけるがんゲノムプロファィリング検査の実際．日本耳鼻
咽喉科頭頸部外科学会第38回九州連合地方部会学術講演会．2023，7，15‐16．

3 相良駿介，石田知也，峯崎晃充，山内盛泰：気道確保の検討を要した巨大な腺腫様甲状腺腫を伴う
下咽頭癌症例．第17回九州頭頸部癌フォーラム．2023，11，25．

4 相良駿介，石田知也，山内盛泰：気道確保の検討を要した巨大な腺腫様甲状腺腫を伴う下咽頭癌症
例．第125回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会佐賀県地方部会学術講演会．2023，12，2．

5 峯崎晃充，首藤洋行，山内盛泰：当院における頸部嚢胞性リンパ節腫大を呈した悪性リンパ腫症例
の検討．第125回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会佐賀県地方部会学術講演会．2023，12，2．
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7 ＊畑山絵理子，門司幹男，岩永康成，倉富勇一郎：両側声帯麻痺を認めたCOVID‐19感染症の1例．
第125回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会佐賀県地方部会学術講演会．2023，12，2．

その他の学会
1 佐藤有記：当科における鼻副鼻腔疾患に対する外科的加療．第101回佐賀耳鼻科カンファレンス．
2023，12，14．

―3―



職 名 氏 名
補助金（研究助成）
等の名称

種 目
1：代表
2：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

准教授 山内 盛泰 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 頭頸部癌に対する免疫療法効
果改善のための免疫原生細胞
死の研究

982

助 教 峯崎 晃充 科学研究費助成事業 若手研究 1 喉頭癌組織における樹状細胞
の役割と臨床的意義の解明

1，249

大学院 川﨑佳奈子 曽田記念財団九州地
区における耳鼻咽喉
科教育の若手研究者
育成事業

助成金 1 喉頭癌およびその所属リンパ
節における，樹状細胞を介し
た免疫応答メカニズムの解明

1，000

助 教 峯崎 晃充 大鵬薬品工業株式会
社

学術研究支援 1 頭頸部腫瘍がんにおける細胞
障害性Ｔリンパ球（CTL）
浸潤と膠原提示細胞との関連
性の検討

200

研究助成等
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